
梅雨の季節がやってきました。この時期は，天候によって気温の変化が激しいので，体調を崩しやすく

なります。衣服の調節を上手にしましょう。また，食中毒や熱中症が発生しやすい時期でもあります。中

間考査や合唱祭など，大切な行事が続くため，体調管理をしっかりしましょう。

 

 
６月７日に歯科検診を実施しました。検診の結果，全校生徒の約３４％にむし歯があることがわかりまし

た。また，歯垢が付着していた人の割合が約６９％，歯肉に炎症が見られた人の割合が約７０％でした。学

年が上がるにつれて，徐々に口腔環境が悪化しているようです。むし歯や歯石の付着は放置していても，良

くはなりません。痛みがないからといって，無視をせず，一度歯科医院を受診し，診てもらいましょう。 

 未処置者数 

（むし歯がある人） 

歯垢の状態１ 

（少し付いている人） 

歯垢の状態２ 

（沢山付いている人） 

歯肉の状態１ 

（少し炎症を起こしている人） 

歯肉の状態２ 

（炎症がひどい人） 

１年生男子 

受検者数：５０人 
１９人 ２４人 ４人 ２７人 ３人 

１年生女子 

受検者数：５１人 
９人 ２７人 ８人 ２２人 ９人 

２年生男子 

受検者数：４４人 
１５人 ２４人 １２人 ２３人 １２人 

２年生女子 

受検者数：５４人 
１３人 ２９人 ５人 ３２人 ３人 

３年生男子 

受検者数：５７人 
２４人 ３３人 １５人 ３８人 １３人 

３年生女子 

受検者数：６５人 
２８人 

 
８人 ３５人 ７人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：コマザキ先生のほけんだより（東山書房） 

 

 今年度の定期健康診断が終了しました。各検診で異常が疑われた生徒には，既に「結果のお知らせ」を

配付しています。（歯科検診は，異常の有無にかかわらず，全員に結果のお知らせを配付しました。）お知

らせの内容をよく御覧になり，治療が必要な場合は，早めの受診をお願いいたします。受診後は，受診報

告書を学校に提出してください。また，今年度の検診の結果を記載した【健康の記録】を７月３日（月）

に配付します。１・２年生は，内容を御確認の上，表紙の保護者欄に捺印し，７月７日（金）までに学校

に提出してください。３年生は，回収はしませんので，御自宅で保管していただければと思います。 

 
 

 

 

 

令和５年６月２２日 

六郷中学校・保健室 

・むし歯の予防と治療をしよう！・梅雨時期を健康に過ごそう！ 

 
  

歯科検診の結果 

 
 

学校での健康診断は「スクリーニング（選別）」です。病気の疑いがないかを調べる 

もので，確定診断ではありません。医療機関を受診した結果，「異常なし」と言われる 

こともありますので，御承知おきください。 

 

保護者の皆様へ 

３２人 



 

梅雨時も熱中症にご用心！  
熱中症といえば，真夏に起こるものと思われがちですが，実は梅雨時にも注意が必要です。この時期は

体がまだ暑さに慣れていないため，体温調節がうまくいかず，熱中症を起こしやすくなります。特に梅雨

の晴れ間で急に気温が上がった時や，蒸し暑い日（気温と湿度が高い日）は要注意です。 

熱中症の症状 

軽 度：めまい・立ちくらみ・筋肉痛・汗が止まらない 

中等度：頭痛・吐き気・倦怠感・虚脱感 

重 度：意識がない・けいれん・高体温・歩行困難・呼びかけに対する返事がおかしい 

対処 

・水分と塩分を補給する 

・うちわなどであおいで風を送る 

・日陰などの涼しい場所に移動して衣服を緩めて足を高くして寝かせる 

・太い血管（首・脇の下・足の付け根）を冷やす 

予防法 

・こまめに水分補給をする 

（食塩が 0.2％含まれたドリンクが理想的です。） 

・規則正しい生活をする 

（睡眠不足や朝食欠食は熱中症になりやすいと言われています。睡眠を十分にとり，朝食をしっかり 

食べてきましょう。） 

・帽子をかぶり吸水性や通気性の良い服を着る 

（外で活動するときは直射日光が当たらないよう帽子をかぶりましょう。また，下着を１枚着ると汗 

を吸い取り，服の中の温度を下げてくれます。） 

・体調不良の時は無理をしない 

（頭痛・腹痛など体調が悪いときは無理に運動しないようにしましょう。） 

 

  食中毒に気をつけよう！   
食中毒とは，細菌やウイルス，有毒・有害な物質がついた食品を食べることによって起こる様々な症状

の総称です。主に，腹痛，下痢，嘔吐，発熱などの症状が起こります。食中毒の原因となる細菌は高温多

湿な環境を好むため，梅雨の時期から夏にかけては特に注意が必要です。 

 

下痢や嘔吐が起こるのは体に入った 

細菌やウイルスを追い出すためです。 

むやみに市販の薬で症状を抑えず， 

水分補給ができないようであれば 

早めに病院を受診しましょう。 

 

 

 


